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Abstract

Thisstudywasattemptedprimarilytoinvestigatetheactualstateofsportsactivitiesof

vocationalseniorhighschoolstudentsofOkinawa，aimingsecondlytoestimatetheir

interestinthe42ndNationalSportsFestivalscheduledtobeheldinl987inOkinawa・

Theresultsobtamedwereasfollows；

1Ｍｏｒｅthan９０％ofsubjectswereingoodhealth

２Thetotalrateofstudents，participationinsportsclubwaslowerthanthatofcommon

school,andmoreover,girlsshowedlowerratethanboys、

３ThevarietyofsportsactivitieswaｓｍｏｒｅｔｈａｎｔｈａｔｏｆｃｏｍｍｏｎｓｃｈｏｏＬ

Ｂｏｙshadmorevarietythangirls，

４Ｂｏｙｓｄｉｄｎｏｔｈａｖｅｍｕｃｈｔｉｍｅｆｏｒｓｔｕｄｙ,butmuchfi･eｅｔｉｍe

Girlshadlesstimeofpracticetha、ｂｏｙｓ

５Boysshowedkeenintercstinthe42ndNationalSportsFestival,whilegirlstotally

provedtobepassiveconcemmgthisevent、

６Presentstateofsportsclubs

l）Thosewhohadbelongedtosportsclubsinjuniorhighschoolhadatendencyto

continuetheirsportsactivities、

２）Theaveragelengthandfrequencyofpracticewas2or3hoursperｄａｙａｎｄ６ｏｒ７

ｄａｙｓｐｅｒｗｅｅｋ、

３）StudentsrequestedtheOkinawaSeniorHighSchoolSportsFederationtoincrease

frequencyofsportsmeetingandainstituteoftechnique

About２５％ofstudentssupportedthep唾sentpolicyofthefederation．

＊PhysEduc,,coll・ofEduc.，Univ・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ．

*oPhysEduc.,coll､ofLiveralArts,Univ､oftheRyukyus．
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緒 いる。

雪ロ

武笠はJ1)｢最近,大学などでは体育会系の運

動部に入るものが減少し同好会クラブが増えて

きている。また，高等学校や中学校では部活動

が停滞しているといわれている。何をもって停

滞というのか，データもないし判断の規準もあ

いまいであるが，部活動に変化がみられるよう

になったといってよかろう｡」と述べている。川

村等も4)「最近，中・高等学校，大学を通して，

運動部への入部希望者が少なく，部員集めに苦

労している所が多い｡」と高校生のスポーツ活動

の様がわりを指摘している。また,北村は,5)｢現

在の高校運動部は低迷時代にあり，古い運動部

（試合・選手中心主義）から新しい運動部観へ

の脱皮期におかれているといういみで衰退とい

うよりもむしろ，転換期にみられる特殊な現象

としてとらえるべきであろう｡」と言及してい

る。

川村らは，のさらに｢今日，一流校を志望する

中・高校生で運動部で活躍している者をみつけ

ることは極めて少ない。このことは，本来課外

活動として教育の両輪である筈の運動部の組織

やあり方が受験ということをかかえた今日の本

課と両立しないことを明確に示しているといえ

よう｡」とも指摘している。新聞注')でも生徒.教

師ともに両立に大きなジレンマを感じていると

報道している。

以上のことは，高校生のスポーツ活動が受験

等によって変容しつつあることを示唆してい

る。

昭和62年に予定されている第４２回国民体育大

会の成年種別の中心となるであろう高校生腱2）

のスポーツ活動について調査しておくことは，

極めて有意義なことと思われる。

県民のスポーツ意識について，復帰記念沖縄

特別国民体育大会が実施されたとき，外間ら'〕

は調査をしている。筆者らは，先に「沖縄県高

校生のスポーツ調査」２)で第４２回沖縄国体への

関心度について触れている。

本研究は，全日制職業科に在籍する高校生の

スポーツ活動の現状を把握するとともに，第４２

回沖縄国体への関心度を知ることを目的として

關査方法

本研究は，北部・中部・那覇・南部・宮古・

八重山地区の職業高校の中から，男女とも六校

を選出し，沖縄県教育庁企画室の資料塗3)を参考

にして，各学年･男女とも80～100名を目途に質

問紙を昭和55年12月に配布し，昭和56年１月に

回収した。その結果は表１に示すとおりであっ

た。

表１調査対象と回収率

i諒圖篝と
ｌｌｉ部噸’’00

灘
,Ｗｉｉ;篝

|更Ⅸ毬

Ⅲ鰹

女子の対象人働注４）

結果

全日制職業科の生徒を対象とした調査資料を

男女とも学年別に集計し整理した。

1．職業高校生の一般的現状

１）健康状態

表２健康状態について
蝋位:命

厨 90.6)’（８９．０)１（８８－６)Ｉ（８９０)’（８８８
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(扇讓EFﾎﾟﾏ霊i示:行-i-FT:f:市進一HFl

霊忘鑿
男子女子

１年 ２年 ３年Ｂｆｌ年 ２年 ３年汁

対

象

佼

北部農林
高校

中部展林
高佼

|南部囲林
|高枝
|宮古展林
高校

,ハロTII１回

|林高校

沖1,工業

高枝

那切厩粟

高校

1００

0０

0０

00

00

100

100

0０

0０

００

００

1００

600 600 600 1.800 ５１２ ５１７ 507 1.530

回収数 595 530’５２９ 10654 462 448 435 1,345

回収率 (99.2） (833)'（882） (9Ｌ９） (90.2） (86.7） (858） (87.6）

健康である

病気がち

５３７

(903）

２４

(4.0）

484 ４７７

(91.3)}（902〉

2４２２

(４５） (4,2）

10478４１１

(90.6） (89.0）

7０ 2５

(4.2） (5.4）

397

(88.6）

2１

(4.7）

387］,1９５

(89.0)'（88.8）

２１ 6７

(4.8） (５．０，

ｊｍ院中
７

(１２）

６

(l」）

1２

(2.3）

2５

(1.5）

1５

(３’29

1２１１

(2.7） (2.5）

無紀人
2７

（4.5）

1６

(３０）

1８ 6１ 1１ 1８

(34)'（3.7)'（24)Ｉ（４０〕

1６

(３．７）

4５

(３３）
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健康状態については表２に示した。

男子は，約90％の者が「健康である」と回

答し，「病気がち」「通院中」あわせて約７％

であった。

女子は｢健康である｣が約89％，「病気がち」

「通院中」が約８％いる。

概して「健康である」と自覚している。

２）部活動の状況

運動部に入らない理由として，男子は「練
習がきついし，時間もかかり，通学時間もか

かるので」が上位を占め，女子は「能力がな

い上に，練習がきついし通学にも時間がかか

る」のでが上位となっている。

３）一日の運動・勉強・自由時間

表５－日の運動・勉強・自由時間

表３部活動の状況

妻i篝1M菫〒､i:Ⅲ
順位:命

女子

｢z~扉~｢5-F覆丁~FＴ垂鑿壹
雛ｊｌ

２

卿－３

８９

(19.3）、｜⑰｜蛇

Ｍ｜函｜鯛

５６

(３４）

窯
文化系

中途退部

（6.0）

１０２

(19.3）

（19.5〕

８８

(202）(15.5)!（15.7）
一

芸淵 男子は，運動時間（62分)，自由時間（159

分）とも女子より多いが，勉強時間は40分で

４分程女子より少ない。

男女とも，校内での運動時間が校外の約３

倍となっている。

４）校内・外での運動実施状況

３１０２６８１８９９型Ｚ
(58,,(50.7)|(54.4)|(535）

部への入部状況を表３に示してある。

男子は,運動部約26％,文化部３％,計29％

が入部しており，残る約70％が｢中途退部者」

か「無加入」である。

女子は，運動系約16％，文化系約14％，計

30％入部者で，残る約70％が中途退部，無加

入者である。

進級するにつれて，部活動者が減る傾向に

ある。また，文化系活動者は，女子が男子の

約３．５倍もいる。

表４運動部に入らない理由
（二項沮択）順位：人

蝿
Ｉ
鯛

表６ 学校内で部活動以外でやる運動種目

種目記入）単位:人露
一
一
態

卜

四
四
■
囮
四
■
■
■
■
■
■
■

畠
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
四
畳
■
■
■

四
■
■
田
■
■
■
■
■
■
■
■
■
曰
■
■
■
■

表６～10を参考に結果をまとめてみると，

校外のほうが校内より実施種目が多い。

男子は校外28種目に対し校内22,女子は校
麹繍臘

日
数 423 402’1,23213731383137111.127
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単位：分

男子

1年 2年 3年 計

女子

1年 2年 3年 計

バレーボール ７ ３ 1０ 2０ ４ ２ ４ 1０

バスケットボール 1７ ４ 3１ 5２ ５ ６ 1２

ソフトボール １ 1３ 1４

バドミントン 1 1２ 1３ ５ ２ ７ 1４

プ ス ３ ４ ７ １ ２

野球 ５ ６ 2４ 3５

サッカー 10 １ 11

ラグピー 】 ９ 1０

陸上賎技 1０ 2０ ５ 3５ ３ １ ４

柔道 ７ ７

空手 １ １

卓球 1４ ３ 1７ ２ １ ４

レスリング ２ ２ １ ５

ジョギング １ １ １ ３ ２ Ｉ ４

トレーニング ３ １ １ ５ ６ ６

体操 Ｉ ２ ３ ３ ３

縄とび １ ２

ハンドボール １ ５ ３ ９ ３ １ ４

ヨガ １ ２ ２

キャッチボール １ １

ボクシング Ｉ ２

男子

1年 ２年 ３年 平均

女子

１年 ２年 ３年 平均

連
動
時
間

校内

校外

計

5５

1４

6９

4７

1３

6０

3７

2１

5８

４６

1６

6２

4２

７

4９

3６ 2８

９ 1２

4５ 4０

3５

９

4４

勉強時間 3９ 4２ 3９ 4０ 5２ 4３ 3８ 4４

自由時1M】 】4９ 157 1７１ 159 125 1４３ 135 134

男子

１年 ２年 ３年 計

連動嫌い 4８ 4６ 31 125 ４０ 6２ ３２ １３４

文化部へ
jiD入している

1３ 1２ ３１ 5６ ５５ 4０ 6５ 1６０

能力がない ５１ 4８ ４３ 142 ７２ 9８ 100

きつい練習へ’
ついて行けない

9８ 8４ 6５１２４７ ９２ 9９ ８１ 272

束縛がいや 4２ 6１ 6４．１６７ 4０ 5５ 3９ 1３４

練習時間
がかかりすぎる

8４ 7０ 7３２２７ 3４ 3０ 2９ 9３

学習に支障
きたすから

２１ 2９ 2２ 7２ 1７ ５２２４

経済的倒用
がかかりすぎる

2Ｂ 3５ 2２ 8５２４ 1６１８ 5８

身体的理由 1９ 2６ 1９ 6４１２４ 2５，１８ 6７

家族が反対
すろので

1１ 1２ １１ 3４ 4２ 3２１２９ １０３

通学時間が
かかりすぎる

6８ 61 ６１ 1９０ ６１ 5９ ５１ 1７１

その他 4８ 6６ 6２ 1７６ ３８ 4０ 3８ 1１６

無紀人 5６ 3２ ４４ 1３２ 1６ 2６ ３４ 7６
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表８どんな理由で辺動するか外20種目に対し校内14であった。

種目の内容は，校内･外ともパレーポール，

バスケットボール，陸上競技，野球，バドミ

ントンが主としてあげられている。

「どんな理由で運動するのか」との間に対

し，男女とも「楽しみ」ながら「運動不足」

気味だから「からだを鍛えたい｡」と答えてい

る。

「運動をやらなかった」理由として，校内

では，男子が「やりたいが用・器具，仲間，

場所もない」という雰囲気に対し，女子は｢運

動嫌いで，仲間も場所もない」となっている。

校外では，男子「好きなことに時間をかけ

たし，部活動もした。でもやるとなると場所

がない」に対し，女子は「好きなことに時間

をかけたし，家事の手伝いもあって，場所も

ないし，運動嫌いだから」となっている。

単位：人

哀９校内で連動をやらなかった理由(二項週択）単位：人

灘
表Ｔ最近一週間で校外において実施した運動種目

（二種目記入）単位:人

で連動をやらなかった理由

（二項選択）単位8人

瞳
喪10学校外

霧

蕨
268

男子

1年 2年 3年 計

女子

1年 2年 ３年 計

身体を
丈夫に

1０５ １１４ 8３ 302 6７ 4２ ５１ 1６０

楽しみ。
気晴らし

217 189 228 634 172 168 199 539

連動不足
を感じる

6６ 5７ ７３ 196 7８ 8４ 6３ 225

精神の
修養・ill11鰊

4８ 4３ 4０ 1３１ 1７ 2５ 1７ 5９

仲間づくり 2１ 1８ 1２ ５１ 1５ Ｂ 1５ 3８

勝利の感激 4２ 2６ 2９ 9７ ８ ９ ４ 2１

わからない 4０ 3０ 3０ 1００ 5３ 5５ 2０ 128

その他 ６ 1３ ４ 2３ ６ １ ５ 1２

無記人 5０ 4０ 3０ 120 4６ 5６ ６１ 1６３

男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 2年 ３年 計

連動する場
所がない

7４ 7０ 58 202 5８ 4４ 4４ 146

用具･器具がない 8３ ７９ 6９ 231 ４３ 3１ 4６ 1２０

迎動が嫌い 7２ 6７ 4６ 185 7６ 9７ 7３ 246

勉強時間
が欲しいため

4２ 3１ 1７ 9０ 2２ ７ 1１ 4０

文化部へ入部
しているため

９ 1３ ２１ 4３ 3６ 2９ 4６ 1１１

仲間がいない 8０ 6７ ７０ 217 6５ 6３ 5４ 182

病気等
身体的障害

６ 1２ ６ 2４ ９ ６ ２ 1７

その他 109 1２５ 1１５ 349 1０２ 1３３ １１１ 346

無妃人 139 118 1１１ 3６８１１１９ 103 108 330

男子

1年 ２年 3年 :十

女子

1年 ２年 ３年 計

バレーボール 1４ 2０ 1４ 4８ 1０ 1９ 1３ 4２

バスケットボール 2７ 3５ 3１ 9３ ５ ６ ４ 1５

ソフトボール ４ ６ 8 1８ ７ ５ １ 1３

バドミントン ２ ３ ４ ９ ６ ９ 2０ 3５

フー ニス ８ ７ 1０ 2５ ５ ５ ７ 1７

野球 4６ 5４ 7９ 179 ２ ２ ４

サッカー ９ ９ ６ 2４

ラグピー ７ ３ 1０

陸上競技 3７ 3６ 4２ 1１５ 1１ ８ ７ 2６

空手 ２ ３ ２ ７

柔道 ２ ３ ５

ボクシング １ ４ ５

ヨガ ３ ３

ウインドサーフィン ２ ２

ヌンチャク １ １ １ １

卓球 1０ 1０ 1４ 3４ ２ ５ 1７ 2４

i、とび ４ ２ ４ 1０ 1０ ８ ５ 2３

水泳 １ ２

ジョギング ８ ８ ９ 2５ ６ ６ ６ 1８

トレーニング 1２ 8 1０ 3０ ４ １ ３ ８

スケ－卜 ４ ４ １ ３ ２ ６

自転車 １ ２ １ １

ボーリング ３ ３ ８ 1４ ５ ３ ９ 1７

ゴルフ ４ ４ ９ １ Ｉ

ハンドボール ２ 1２ 1４ １ １

体操 １ ３ ９ 1３ ７ １０ 1１ 2８

レスリング １ １ ３ ５

キャッチボール ５ ５ ５ ３ ８

フットボール １

男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 ２年 3年 計

部活動で充分 6５ 4５ 2２ 132 4１ 3２ 11 8４

運動が嫌い 3２ 3２ 1３ ７７ 3１ 5６ 2２ 109

場場がない 6６ 4２ 3９ １４７ 5２ 3５ 4９ 136

仲間がいない ５５ 3８ 3２ 1２５ 2９ 3３ 2６ 8８

用・器具がない 3４ 3１ 2８ 9３ 3３ 2３ 2３ 7９

病気等
身体的障害

３ ５ ６ 1４ ７ ３ １ 1１

テレビを見』とため 4９ 3９ 2８ 116 3７ 2０ 1６ 7３

勉強時間が
なくなるから

1８ 1６ 1６ 5０ 1１ ５ ７ 2３

塾・おけいこごと ５ ２ ０ ７ ４ ２ ３ ９

好きｔＫ事に
時間をかけた

1７６ 1７１ 158 505 157 1９５ 1８１ 533

家駆の手伝い 3９ 5１ 3８ 128 106 8７ 100 293

その他 2０ 2０ 2４ 6４ 1４ 2４ ２１ 5９

無記人 6１ 3２ 3７ 1３０ 3６ 3９ 4６ 1２１
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５）昭和62年沖縄国体

表1111142回沖阿国体（昭和62年）について

男子は，「中学校からやっている」「自分の

意志で決めた」「友人の勧もあった｣がベスト

３となっている。

女子も概して男子と同じだが,｢中学校から

やっている」と「友人の勧め」が同数に近い。

２）入部の目的

男女とも圧倒的に「好きだから入部した」

となっている。次いで,男子は｢身体の鍛練｣，

女子「技術の習得」をあげ，三番目には，男

子「技術の習得」女子「身体の鍛練」となっ

ている。

まとめてみると，男女とも「好きだから身

体を鍛えつつ，技術の向上を目差したい｡｣と

いうことになろう。

３）活動状況

表１４－１－週の活動日数（年間平均）単位8人

単位:了念Ｔ

匿
一

|毎、，,’

表11は，昭和62年に行なわれる第４２回沖縄

国体に対する賛否を示してある。

男子は，賛成約65％，反対約２％，女子は

賛成約45％，反対約１％となっている。

男子が積極的であるのに対し，女子は「ど

ちらでもよい」と消極的賛成者が男子の２倍

となっている。

|露
2．職業高校の運動部の現状

運動部の状況については表12～18に結果を示

した。

１）入部の動機

哀１２運動部への入部の動槻

二項選択）単位：人

嬬
（

表１４－ ２１日平均の活動時間
単位： 人

雁
表１３入部の目的

(二項選択）単位：人

表１４－１でみると，男子は「週６日」が約

40％，次いで「毎日」が約25％，週５日は約

21％である。女子は「毎日」が約36％，「週６

日」約31％，「週５日」約11％となっている。

表１４－２は１日の練習時間を示してある

が，一番多いのが，「１日２時間｣で，男子約

30％，女子約25％であった。男子は約71％，

Ⅱ■■■■■Ⅱ■■■■■

、ロ|■ＩｎＵｍ■[】四■
四■四Ｆ■UNUFn

-269-

|注)邇動纏貝の数 -両｢雨T元１

男子

1年 2年 3年 計

女子

1年 2年 3年 計

１日 ６ １ ６ ７ １ ２ 0 ３

２日 １ １ ２ ４ ２ ０ ２ ４

３日 ９ ７ ２ 1８ Ｂ ３ ２ 1３

４日 ６ ４ ５ 1５ ２ ５ ２ ９

５日 3９ 2６ 2２ 8７ 1４ ４ ５ 2３

６日 6２ 4９ 5６ 167 2６ 2０ 2２ 6８

７日 4５ 3１ 3０ 106 3１ 2７ 2１ 7９

無記入 ６ ５ 1２ 2３ ８ ９ 1４ 3１
男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 ２年 ３年 計

中学校から
やっている

６５ 4３ 4９ 157 3１ 1３ 1５ 5９

友人の勧誘 ３０ 2４ 2２ 7６ 2２ 1８ 2０ 6０

上級生の勧誘 1１ 1３ 1５ 3９ １ ４ ８ 1３

先生の勧誘 ７ ５ ８ 2０ ４ ３ ８

家族の勧め ５ ２ 0 ７ ２ ４ 0 ６

自分の意志 110 7Ｂ 6６ 254 5２ 4７ 3７ 1３６

その他 ５ ２ ７ 1４ ４ ４ ９

無記人 ３ ４ ７ 1４ ４ ７ 1１ 2２

男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 2年 3年 計

3０分 ３ ２ １ ６ １ ２ ０ ３

１時間 ３ １ ２ ６ ４ 0 0 ４

L５時間 １１ 1０ ６ 2７ ８ ６ ３ 1７

２時間 5２ 3６ 3８ 126 2２ 1７ 1６ 5５

2.5時間 3０ 2３ 2３ 7６ 1４ 1２ 1２ 3８

３時間 4２ 3５ 2２ 9９ 1８ 1７ 1６ 5１

35時間以上 2２ 1２ 2２ 5６ 1４ ９ ５ 2８

無記人 １１ ５ 1６ 3２ 1１ ７ 1６ 3４

男子

1年 2年 ３年 計

女子

1年 2年 3年 計

身体の鍛練 6８ 4７ 5２ 167 2０ 1５ 2３ 5８

好き 102 ７１ 6５ 238 6１ 3８ 3７ 1３６

友人を得る １１ 1１ ７ 2９ 1６ 1１ ７ 3４

技術の習得 ５１ 3３ 3２ 116 2６ 2３ 1９ 6８

勝利と名誉 ４ ３ 10 1７ １ １ 0 ２

何となく 1７ ９ ９ 3５ 1１ ９ ５ 2５

その他 1８ ９ 1１ 3８ ２ 0 ３ ５

無記入 ２ ４ ３ ９ ５ ６ 1１ 2２

172 1２３ 127 422 8９
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女子が約60％が「２時間～３時間」

いることになる。

４）部費の自己負担額

表１５部賢の自己負担額

練習して ６）高体連主催行事以外への出場回数

表'７筒体迎主悩以外の大会への年間出場回数単位:人

単位：人

男子は「１－２回」約33％，「３－４回」が

約24％，次いで「出場しない」約23％となっ

ている。

女子は「出場しない」約31％，ほぼ同率で

「１－２回」があげられている。

７）高体連への希望

部費の負担状況は表15に示してある。

男子｢５千円」「１万円｣が殆ど同率であり，

「５万円以上」までの各範囲とも平均して

10％台である。

女子は「２万｣がトップで約17％，「５千円」

「１万円」が各13％であった。

５）部活動で一番希望すること

表1８高体迎に対し今一番希望すること
単位：人

哀１６部活動で 番希望すること
単位：人厚

展
匡
鰐 男子は｢大会数の増｣約44％，「現状でよい」

が約26％となっている。

女子は「現状でよい」が他を圧倒し約45％

もおり，続いて「大会数の増」が約22％もい

た。男子は｢専門的指導者｣(40％)｢予算｣(33％）

が欲しいとなっている。

女子は，「専門的指導者」（約36％）「家族の

理解」（約17％）が欲しいとなっている。

考察

本研究は，全日制職業科に在籍する高校生の

スポーツ活動の現状を把握するとともに，第４２

回沖縄国体への関心度について知ることを目的

としており，先般報告した2)全日制普通科の高

校生のスポーツ活動と比較しながら考察を進め

た。
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男子

1年 2年 3年 計

女子

1年 2年 3年 計

出場しない 5１ 2６ 1９ 9６ 3３ 1７ 1７ 6７

１～２回 6５ 4０ 3６ 1４１ 3４ 1６ 1６ 6６

３～４回 3５ 3２ 3３ 1００ ６ 1２ ９ 2７

５～６回 ７ 1０ 1８ 3５ １ 1０ ３ 1４

７～８回 ３ ２ ２ ７ ２ 0 ２ ４

９回以上 ２ ５ ４ 1１ 】 １ ３ ５

無記人 1１ ９ 1７ 3７ 1５ 1４ 1８ 4７

男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 ２年 3年 計

５千円位 2９ 1２ 1８ 5９ 1６ ９ ４ 2９

１万円位 28 1８ 1４ 6０ 1５ ８ ６ 2９

１５万円位 2４ 1１ ７ 4２ ２ ４ ７ 1３

２万円位 1６ 1５ 1５ 4６ 1４ 1３ 1１ 3８

2～3万円位 1２ 2０ 1１ 4３ 1２ ８ ５ 2５

３～４万円 1３ 1５ 1７ ４５ ５ ４ ４ 1３

４～５万円 1６ 1３ 1２ ４１ ５ ２ ５ 1２

５万円以上 1５ 1３ 1５ 4３ ２ ２ ６ 1０

無記人 2１ 1０ 2０ ５１ 2１ 2０ 2０ 6１

男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 2年'３年 計

技術調習会を
増やして欲しい

2０ 1０ 2６ 5６ 1３ ８ ４ 2５

髄技囲目を
増やしてほしい

1５ ５ ７ 2７ ３ ７ 0 1０

大会回数を
墹やしてほしい

7４ 5８ 5２ 1８４ 1６ 1３ 1９ 4８

現状で良い 4７ 3７ 2４ 108 4２ 3３ 2４ 9９

その他 ４ ２ １ ７ ３ ５

無記人 1５ 1２ 1９ ４６ 1５ ９ 2０ 4４

男子

1年 ２年 3年 計

女子

1年 2年 ３年 Hf

活iＭ１する場

所が欲しい
８ ７ １０ 2５ 1２ ６ 1１

専Ｆ１的指導
者が欲しい

6０ 5２ 5６ 168 3２ 2６ 2０

予算が欲しい 6６ 4３ 3２ 1４１ 1５ ７ ８ 3０

家族の理解
協力が欲しい

８ ３ ７ 1８ 1４ 1６ ７ 3７

その他 1０ ６ ８ 2４ ５ ６ ３ 1４

無記人 2２ 1２ 1６ 5０ 1４ ９ 1９ 4２
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1．職業高校生の一般的現状

１）健康状態

両科・男女とも「健康である」が約90％で

あることがわかった。ただし，職業科女子で

「病気がち」の者が他より少し多い。

その理由について，本研究では究明できない

ので，今後の課題としたい。

２）部活動の状況

部活動者の中で運動部に籍を置く生徒の割

合は，職業科男子約26％に対し普通科男子

３９％であり，職業科女子16％に対し普通科女

子21％であった。

職業科は運動部員の割合が少ない傾向にあ

り，その一因として「通学時間がかかる｡」が

考えられる。

女子は男子に較べて低滞気味であるが，沖

縄県高等学校教職員組合の白書'0)でも女子は

低滞気味であった。

また学年が進むにつれて，部活動者が減少

することについて北村は5)「学校の種別のい

かんにかかわらず，また，いつの時代にもみ

られる傾向である｡」と述べている。

文部省の資料,)の29.4％，粂野の資料7)約

２０～30％とは近似の数値が出たが，山地'4)の

研究による富山県の50～60％に較べて本県は

入部者の割合は少ない。この背景についても

今後究明する必要があろう。

運動部に入らない理由として，両科・男女

とも「練習がきつい」をあげており，北村が5）

指摘する注目すべき理由であり,｢従来あまり

見られない傾向」への変容を示唆している。

両科の差としては，職業科が「通学時間」

をあげれば，普通科は「学習支障」をあげて

いるのが特徴的である。

性差をみると，男子は｢束縛がいや」「練習

時間がかかりすぎる」をあげ，女子は，「能力

がない」「文化部に加入」をあげている。

３）運動・勉強・自由時間

この項目は，両科別．男女別のそれぞれの

特徴がみられる。

職業科男子は，自由時間を一番多く持つが

勉強をあまりしない。

普通科男子は，運動・勉強を一生懸命やる

ため自由時間が少ない。このことは，粂野が7）

指摘する「勉強時間の多いこと，即スポーツ

活動を抑圧することにはならない」と同じ傾
向を示している。

職業科女子は，自由時間は２番目に多く，
運動時間は一番小ない。

普通科女子は，運動・勉強・自由時間とも

まあまあというタイプ。

４）校内・外での運動実施状況

校内・外での運動実施種目は，両科とも男

子が女子より多い。校外でが校内よりも両

科・男女いづれの場合も実施種目は多い。

職業科が普通科よりも多様であった。これ

は，粂野の資料7〕と一致している。

職業科「陸上」普通科「ジョギング」をあ

げているところに両科の差異が感じられる。

運動する理由として，男女で選択項目の順

位の入替りはあるが「楽しみ･気晴らし」「運

動不足」「身体を丈夫に」が上位にあり「気晴

らしと運動不足を補い身体を丈夫にしたい」

との願望が表されている。この傾向は社会人

になっても維持・継続されるものと推測され

る82）

運動をやらない理由は,校内では女子が｢運

動嫌い｣，普通科男子が｢勉強したい」をあげ

ているが,全体的に共通していることは，「場

所・用具・仲間がいない」となっている。

校外の場合，男子は「好きなことをしたい

し，部活動で充分だし，場所もないから」に

対し，女子は「好きなことをしたいし，家の

手伝いもあって，場所もないから」となって

いる。

運動をしない理由は「運動する理由」とは

ちがって，年令・環境の影響により差異が現

れるものと思われるｆ）

５）昭和62年沖縄国体

男子と普通科女子は「賛成」が多数を占め

ているが，職業科女子は，「どちらでもよい」

が多数を占めている。

性別では，男子が積極的であるのに対し，

女子は消極的な賛成を表明している。

2．運動部の状況

１）入部の動機
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両科とも，男女とも同傾向にあり，「友人の

勧めもあったが，中学校からやっていたし，

自分の意志で決めた」としている。

松浦は8)，「運動部経験を中学から始めたもの

は高校に進んでも運動部経験をつづけようと

する傾向が強いと推測され，…」と報告して

おり，本研究でも確認することができた。

２）入部の目的

両科・男女とも同じ傾向にあり「好きだか

ら，身体を鍛練しつつ，技術の向上を図る゜」

を目的としている。その中でも男子は｢鍛練」

を女子は「技術」を志向している。

３）活動の状況

両科･男女とも半数以上の者が，週6～7日，

１日２～３時間汗を流している。こういう方

向性については，竹之下も'3)報告している。

毎日活動はしているが「勝利を追う」ので

なく，「楽しみ･気晴らし」を重視する生徒の

運動部観の質的変化s)をうかがい知ることが

できる。

４）部費の自己負担額

男子は，５千～５万以上まで分散，平均し

ておるのに対し，女子は，できることなら３

万円以下に抑えて活動したいとの雰囲気があ

る。

５）部活動で一番希望すること

両科・男女とも「専門的指導者」と「活動

費」が欲しいと希望している。職業科女子が

「家族の理解｣を求めていることは，「通学時

間」「家事手伝い｣の為運動ができないとの関

連でうなづける要望である。

６）高体連主催行事以外の大会への出場

両科・男女とも同じ傾向を示している。男

子が高体連主催外大会への出場回数１－４回

は約57％，女子が約43％である。「高体連の大

会のみ」が男子約23％，女子31％である。

７）高体連への希望

高体連に対し，両科・男女とも「大会数の

増」「技術講習会増」を希望している。

しかし，「現状でよい｣とするものが，職業科

男子約26％，普通科男子約27％，職業科女子

約45％，普通科女子約39％もいる。

少くても四人に一人は高体連の現在の方針で

充分であると支持していることがわかった。

要約

本研究の目的は，全日制職業高校生のスポー

ツ活動の現状を全日普通科の生徒と比較しなが

ら把握し，第42回沖縄国体への関心度を知るこ

とであった。

主な結果を要約すると次のとおりである。

1．約90％の者が健康な状態であった。

２．運動部員の割合は普通高校より少く，更に

女子は男子より低い。

３．男子は，勉強時間が少なく，自由時間は多

い。女子は，運動時間が少ない。

４．運動実施状況は職業科の方が多様化してい

る。また男子が女子より多様である。

５．第42回沖縄国体への関心度は，男子が積極

的であるが，女子は消極的である。

６．運動部の現状

１）中学校での運動部経験者が現在も継続し

ている。

２）入部の目的は「好きだから」「身体を鍛練

するため」「技術の習得のため｣となってい

る。

３）練習時間は１日２～３時間，週６～７日

を費している。

４）部費負担は，男子では幅があり，女子は

３万以下が大勢を占めている。

５）現在，「専門的指導者」「活動資金増」を

希望し，職業科女子は，特に｢家族の理解」

を求めている。

６）大会参加は，高体連主催行事以外の大会

へ１－４回が多く，「高体連の行事のみ｣が

約25％もいる。

７）高体連に対しては「大会数の増」「技術講

習会の増」を希望しているが，現状肯定者

も約25％いることがわかった。
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